
人
女
子
硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
瀬
戸

内
ブ
ル
ー
シ
ャ
イ
ン
ズ
」
は
、
４

月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
中
四
国

地
方
に
あ
る
女
子
硬
式
野
球
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
の
「
ル
ビ
ー

リ
ー
グ
」
に
参
戦
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
女
子
野
球
の
普
及

振
興
を
行
う
た
め
、
一
般
社
団
法

人
全
日
本
女
子
野
球
連
盟
に
よ
る

女
子
野
球
タ
ウ
ン
認
定
の
９
月
申

請
を
目
指
す
と
と
も
に
、
女
子
野

球
を
通
じ
て
地
域
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
導
入

　
昨
年
度
策
定
し
た
国
土
利
用
計

画
の
中
で
導
入
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
都
市
計
画
に
つ
い
て

は
、
岡
山
県
全
体
の
都
市
計
画
を

所
管
す
る
県
担
当
部
署
な
ど
と
協

議
を
進
め
て
い
く
計
画
と
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
必

要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た

め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
「
瀬

戸
内
市
都
市
計
画
審
議
会
」
を
設

置
す
る
条
例
を
今
議
会
に
提
出
し

て
い
ま
す
。

で
、
住
民
の
速
や
か
な
避
難
や
避

難
生
活
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

岡
山
県
と
連
携
し
た
少
子
化
対
策

　
岡
山
県
の
「
市
町
村
少
子
化
対

策
に
挑
戦
す
る
市
町
村
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
事
業
」
に
参
加
の
意
向
を

表
明
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
が
今
年

度
の
実
施
団
体
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
が
少
子
化
の

流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

新
た
な
少
子
化
対
策
に
挑
戦
す
る

市
町
村
に
対
し
、
専
門
家
の
派
遣

や
事
業
実
施
に
係
る
費
用
の
助

成
、国
の
交
付
金
活
用
へ
の
助
言
、

調
査
へ
の
協
力
や
先
進
事
例
の
紹

介
な
ど
伴
走
型
で
支
援
す
る
も
の

で
す
。

　
今
後
は
、本
事
業
を
活
用
し
て
、

岡
山
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市

の
少
子
化
対
策
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

企
業
誘
致
の
進
捗
状
況

　
第
２
宮
下
産
業
団
地
は
、
昨
年

７
月
か
ら
造
成
に
着
手
し
、
現
在

は
調
整
池
や
外
周
道
路
を
含
む
第

者
が
多
い
地
域
で
は
「
自
力
で
避

難
所
へ
行
け
な
い
」「
避
難
所
は

何
か
と
不
便
」
な
ど
の
理
由
で
自

宅
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
地
域
で

の
避
難
の
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
自
主

防
災
組
織
や
民
生
委
員
児
童
委
員

な
ど
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難

計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
支
援
が

必
要
な
人
の
避
難
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
自
主
防
災
組
織
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
人
を
対
象
と
し
た

研
修
に
加
え
、
学
校
や
消
防
団
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
住

民
自
治
に
よ
る
避
難
所
の
運
営
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
行
政
自
身

も
被
災
し
、
公
助
の
限
界
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
自
助
・

共
助
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

民
異
動
や
世
帯
変
更
な
ど
の
手
続

き
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申

請
書
を
事
前
に
準
備
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
手
続
き

の
簡
略
化
に
つ
な
が
り
、
来
庁
す

る
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
を
減
ら

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、同
交
付
金
を
活
用
し
て
、

公
開
型
G
I
S
デ
ー
タ
活
用
事

業
を
行
い
ま
す
。
航
空
写
真
を
撮

影
し
、
市
内
の
地
形
図
デ
ー
タ
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
誰

で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
い
ず
れ
の
事
業
も
今
年

度
末
ま
で
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

避
難
支
援
体
制
の
整
備

　
近
年
想
定
を
超
え
る
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
が

避
難
指
示
を
発
令
し
て
も
、
高
齢

２
期
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
の

結
果
、
産
業
団
地
へ
の
進
入
路
の

位
置
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
関
係
す
る
設

計
の
変
更
お
よ
び
物
件
の
移
転
に

時
間
を
要
し
て
お
り
、
工
期
延
長

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
期
工
事
に
つ
い
て

は
、
業
者
も
決
定
し
た
た
め
、
準

備
が
整
い
次
第
着
手
す
る
予
定
と

し
て
お
り
、
現
場
の
安
全
管
理
に

努
め
な
が
ら
、
今
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減

　
令
和
５
年
度
交
付
分
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
財
源
と

し
て
、
物
価
高
騰
に
よ
る
小
中
学

生
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
瀬
戸
内
市
立
小
中
学
校
に

お
け
る
学
校
給
食
費
を
令
和
５
年

９
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
無

償
化
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

女
子
野
球
タ
ウ
ン
認
定
を
目
指
し
て

　
瀬
戸
内
市
を
拠
点
と
す
る
社
会

動
の
自
粛
や
感
染
拡
大
防
止
に
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
生
活
様
式
も
大
き

く
変
化
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
大
切
に
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

出
自
粛
の
影
響
や
感
染
リ
ス
ク
を

少
な
く
す
る
目
的
か
ら
、
中
高
年

層
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が

進
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が

急
増
す
る
一
方
、
学
校
の
臨
時
休

業
措
置
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
修
学
旅

行
の
自
粛
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
人
や
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が

制
限
さ
れ
、
知
識
や
情
報
を
得
る

機
会
を
失
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経

験
を
通
じ
、
自
治
体
と
し
て
な
す

べ
き
こ
と
の
多
さ
と
困
難
さ
、
そ

し
て
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
３
年
半

　
台
風
２
号
と
梅
雨
前
線
の
影
響

に
よ
る
記
録
的
豪
雨
や
、
全
国
的

に
多
発
し
た
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
々
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
想
定
を
超
え
る
自

然
災
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
が
自
治
体
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
と

し
て
は
、
職
員
や
自
主
防
災
組
織

の
実
践
的
な
防
災
訓
練
な
ど
を
通

じ
、
迅
速
な
避
難
情
報
な
ど
の
発

令
や
伝
達
に
よ
り
、
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
、

５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
様
の
５
類
感
染
症
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
約
３
年
半
の

間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
社
会
活
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告告

令
和
令
和
55
年年
66
月
市
議
会
定
例
会
が
６
月

月
市
議
会
定
例
会
が
６
月
1919
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市  

長  

か  

ら

を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
経
験
と
し
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
て
も
、
負
の
影
響
を

受
け
る
世
代
が
生
じ
な
い
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に
、

D
X
の
推
進
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
の
実
現
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の

対
応
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
新
し
い

日
常
」
の
確
立
と
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
事
業

　
令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
D
X

戦
略
方
針
に
掲
げ
た
業
務
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を

活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
窓
口
シ
ス
テ

ム
「
書
か
な
い
窓
口
」
を
導
入
し

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
住




